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不具合の概要 

 

 

 

 

 

改善の内容 

全車両、後付け消音器のサイレンサーAssy を対策品に交換する。 

 

識別 ： 新品番 「2105TPA19」で区別が可能。 

 

後付け消音器において、製造工程が不適切なため、消音器の内部構造が設計値と相違しているものがある。 

そのため、近接排気騒音値が基準値を超過し、保安基準に適合しないおそれがある。 

また、当該内部構造の相違により排気抵抗が増加し、出力低下が生じるおそれがある。 

基準不適合部位 

後付け消音器（トムスバレル） 

※注意：     は交換部品を示す。 



 

 

 

 

 

対策前後の構造比較図 

 

 

 

不具合部

品 

対策品 

チャンバー部：内部空洞 

（排気流量、流速の機能部） 

消音器①：ストレート

型（パンチングパイプ

＋アドバンテックス 

グラスウール） 

消音器①：多段膨張型 

消音器②：ストレート型 

（パンチング＋アドバン

テックス グラスウール） 


